
  

令令和和７７年年度度地地域域保保健健総総合合推推進進事事業業                                                            概要版  
「「保保健健師師がが地地区区活活動動をを維維持持・・発発展展ででききるる現現任任教教育育ののあありり方方等等にに関関すするる研研究究」」  

【【ベベスストトププララククテティィスス８８自自治治体体のの紹紹介介】】      人人口口１１万万未未満満でで保保健健師師数数３３～～５５人人のの小小規規模模自自治治体体  

※他他地地域域にに横横展展開開ががでできき、、特特徴徴やや利利点点をを活活かかしし地地区区活活動動  

ををししてていいるる点点にに着着眼眼し、現任教育の内容を考慮し、地 

区別ブロックより１～２自治体を選出し、計８自治体 

を選出。 

[[イインンタタビビュューー内内容容]] 

・・地地区区活活動動のの特特徴徴やや利利点点をを現現任任教教育育ににどどののよよううにに活活かかしし  

てていいるるかか  

・・新新任任期期・・中中堅堅期期・・管管理理期期のの現現任任教教育育のの内内容容やや状状況況  

・・体体系系的的なな研研修修、、工工夫夫やや留留意意点点、、課課題題、、活活用用ししてていいるる、、  

ままたたはは、、活活用用ししたたいい研研修修ややココンンテテンンツツ等等  

    【提言】小小規規模模自自治治体体のの保保健健師師がが地地区区活活動動をを維維持持・・発発展展ででききるるたためめ、、必必要要なな現現任任教教育育のの内内容容やや方方法法ののあありり方方ととははどどののよよううななもものの
かか、、従従来来かかららのの現現任任教教育育のの特特徴徴とと、、新新ししいいとと考考ええらられれるる現現任任教教育育のの新新たたなな展展望望ににつついいてて考考察察ししたた結結果果とと、、人人材材育育成成にに活活用用ででききるる

研研修修ややココンンテテンンツツ等等ににつついいてて整整理理しし考考察察ししたた結結果果よよりり、、以以下下のの 88点点ににつついいてて提提言言すするる。。 

１１））普普遍遍的的視視点点にに基基づづくく都都道道府府県県・・保保健健所所のの後後方方支支援援  

    小規模自治体の人口規模や業務体制に応じた実践的で参加しやすい研修の提供に加え、都道府県や保健所による研修体系の

充実、後方支援の強化及び連携体制の整備が不可欠である。 

２２））対対話話をを通通じじたた人人材材育育成成  

意図的にOJT 、Off-JTをともに充実させ、研修内容を自組織の現場に落とし込む仕組みを構築することや、多機関や多職種 

との連携を軸に保健師の視点を持った対話による定期的なミーティングを意識的に行うことが必要である。 

３３））民民間間企企業業等等ととのの連連携携・・庁庁内内ネネッットトワワーークク構構築築・・事事業業化化ののププロロセセススをを通通じじたた人人材材育育成成  

非営利組織や民間企業等と連携した活動において、庁内ネットワークの構築や関係機関との連携、事業化し地区活動を展開するプロセ

スの経験は、保健師の人材育成の機会となることを意識することが重要である。 

４４））人人材材育育成成にに関関すするるシシニニアア保保健健師師のの役役割割及及びび雇雇用用のの仕仕組組みみのの構構築築  

シニア保健師は、若手保健師に伴走して支援することにより、地域特性に根ざした実践知を継承し、若手保健師の専門性の

向上を図ることができている。さらに、シニア保健師の雇用については、シニア保健師の役割やシニア保健師が組織に求め

る支援について検討することや、退職後の組織への再適応、受け入れ先が限定的である課題に対応した雇用の仕組みを構築

することが求められる。 

  ５５））入入職職前前のの職職務務経経験験にに対対応応ししたた人人材材育育成成  

小規模自治体において、雇用される保健師数が少なく、入職前の職務経験は多様化していることから、個人の努力に依存す

るのではなく、キャリア背景の多様性を前提とした体系的な育成指針の整備や、育成体制の構築が必要である。 

  ６６））新新任任期期かかららのの実実践践能能力力ととママネネジジメメンントト能能力力のの育育成成  

        経験年数のみならず、職務経験を考慮して、個々人の能力をキャリアレベルにより適切に評価し、キャリアレベルに応じた 

研修を受講できる仕組みの整備が求められている。さらに、新任期・中堅期の保健師が、キャリアの比較的早期段階から 

リーダーとしての実践能力やマネジメント能力が求められることを考慮し、小規模自治体の実態を見据えた段階的な育成 

体制を構築する必要がある。 

  ７７））保保健健師師過過程程のの学学生生実実習習をを通通じじたた人人材材育育成成  

自治体保健師にとって、保健師過程の学生実習は学生指導の場にとどまらず、保健師同士が思いや価値観を共有する場でも

あり、保健師自身の士気向上や相互理解が深まる人材育成の機会になっており、今後も教育機関との連携が求められる。 

８８））人人材材育育成成にに活活用用ししたたいい研研修修ややココンンテテンンツツ等等のの整整理理  

小規模自治体においては、人的・財政的制約があり、限られた資源の中で経験学習を補完する仕組みとして、国・都道府県 

等の研修やコンテンツ等による支援体制の構築が重要である。新任期向けの保健師活動のコンパクトな動画の提供、プレ管 

理期も含めキャリアの移行期にある保健師の育成段階を見据えたカリキュラムの整備、統括的役割を担う保健師が相互に意 

見交換を行う場の確保やスーパーバイズ機能を果たす存在の体制構築、人口規模や業務体制に応じた実践的で参加しやすい 

研修内容の提供が求められている。 



    88自自治治体体ののイインンタタビビュューー調調査査のの結結果果ををままととめめててみみままししたた   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



【結果・分析】 インタビュー調査の結果から見えてきたこと・・・ 

１）地区活動を維持・発展できるための必要な現任教育の内容や方法のあり方 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）人材育成に活用したい研修やコンテンツ等を整理 
小小規規模模自自治治体体のの人人材材育育成成にに活活用用ししたたいい研研修修・・ココンンテテンンツツ等等整整理理表表  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
< 保健師へのエール：小規模自治体における保健師の現任教育の充実に向けて> 熊本大学大学院生命科学研究部 大河内 彩子  
人口減少と担い手不足が進む中、地域保健活動を担う保健師の計画的かつ体系的な人材育成が不可欠である。限られた体制の中で

も、実践知の継承、対話を基盤とした育成、多様な主体との協働を通じて、組織としての力を高めていくことが求められている。

本研究の成果が、小規模自治体における持続可能な人材育成体制の構築につながることを願ってやまない。    
< 謝辞 >                          分担事業者（全国保健師長会 愛媛県西条市） 伊藤 由紀子 

本研究では、保健師が地区活動を維持・発展できるために必要な現任教育の内容や方法を「従来からの現任教育」と「新しいと考
えられる現任教育」の視点からまとめ、また、人材育成に活用したい研修やコンテンツを整理しました。小規模自治体の皆様の現

任教育に貢献できることを願っております。そして、本研究へご協力いただいた保健師の皆様に心より感謝申し上げます。 

〔現任教育の現状〕 
≪新任期≫ 
① 県の研修支援と育成ツールを活用した新任期保健師の体系的育成 
② 計画的な現場経験と住民との直接的な関係性を基盤とした初期 
実践力の育成 

③ シニア保健師による経験知の継承と実践支援 
≪中堅期≫ 
① 県の育成支援を活用した中堅期保健師の計画的キャリア形成と 
役割強化 

② 外部研修を活用した育成 
③ 事例検討を基盤とした中堅期保健師の育成機能の確立 
≪管理期≫ 
① 県による研修支援と自治体間ネットワークを活用した管理期保 
健師の支援力向上 

② 管理期保健師の専門能力向上のための学習機会確保 

〔小規模自治体の強み〕 
① 組織内連携及び職場環境の整備による保健師支援 
② 全庁的及び横断的協働による保健師支援 
③ 柔軟なライフステージに応じた支援体制 
④ 住民との密接な関係と継続的支援 
⑤ 専門性向上と地域連携による継続的支援 
⑥ 柔軟な組織運営と迅速な施策推進 
⑦ 柔軟な業務体制と地域活動支援 
⑧ 地区担当制と地域活動体制の強化 

〔課題〕 
① 保健師人員構成の偏りによる育成体制の脆弱性 

② 保健師人材不足による育成体制困難 

③ 非体系的な人材育成体制 

④ 中堅期・管理期保健師の不十分な育成及び実践知継承 

⑤ 災害・危機管理における体制不整備とネットワーク活用の課題 

目目指指すす姿姿  

〔関係機関との連携〕 

① 外部連携による学習及び支援体制の確保 
② 多職種・多機関との連携及び協働 

 

キキャャリリアアレレベベルル ココンンテテンンツツ等等にに求求めめるるこことと

新新任任期期
〇 保健師活動の基本の動画
 （家庭訪問、相談記録、地区診断など）

中中堅堅期期 〇 年齢層の段階分け

ププレレ管管理理期期 〇 意見交換の場

管管理理期期 〇 マネジメント能力等促進

統統括括保保健健師師

〇 意見交換の場
〇 マネジメント能力等促進
〇 退職保健師による
　  スーパービジョン・伴奏的支援

〇 個人の実情に応じた体系的研修
    プログラム
〇 資質向上の促進
〇 好事例に基づく分析手法習得
〇 法的根拠と国の政策を踏まえた
    事業立案力の習得
〇 実践への活用
〇 現状分析に基づく保健活動に活用
〇 小規模自治体の実情に即した
    ケーススタディを活用した実践力
    育成研修
〇 多職種連携における合意形成力や
    交渉力の育成
〇 行政組織内における保健師の役割
     ・ 機能の理解促進

※全保健師において

〇 都道府県・管轄保
　  健所研修企画・受
　  講支援

〇 動画コンテンツ

〇 オンライン形式

〇 対面による
　  集合研修形式

研研修修・・ココンンテテンンツツ等等のの内内容容・・手手段段

〔効果的な人材育成〕 
① ① 県・保健所主催の管理期保健師の育成と研修及 
②   び支援体制の強化 
③ ② 組織内ネットワークとチーム力強化による人材 
④   育成・業務改善 
③ 多機関及び多職種ネットワークを活用した協働 
と課題解決 

④ 住民協働と信頼関係を基盤とした地域支援 
⑤ シニア人材の活用と経験知継承による組織力強化 

 
 〔コンテンツ等の利用〕 

① 国、県、保健所による支援及び地域協働・ネット 

ワークにおける情報共有 

② 外部研修を通じた専門性向上及び実践力育成 


